
校長講話                                  令和 8年 2月２日（月）                                                                                                                 

                       「冬季オリンピック」 

みなさん、おはようございます。 

2 月 6 日から冬季オリンピックがイタリアのミラノ・コルティナを舞台にして開かれ

ます。冬季オリンピックは、世界中の国や地域から、たくさんの選手が集まる大きな大

会です。 

日本からも、たくさんの選手が出場します。 

その中にスキージャンプの高梨沙羅選手がいます。ワールドカップで何度も優勝し

ている選手です。前回の北京オリンピックでは、ジャンプの記録では、上位だったのに

スーツの決まりを少しちがえてしまい、失格となり 4位となりました。 

とても悔しかったと思います。長い時間一生けん命練習してきた結果が思うように

ならなかったからです。 

それでも高梨選手は、あきらめませんでした。前を向き、今も努力を続けています。 

オリンピックで大切なのは、勝つことだけではありません。くやしい気持ちを乗り越

えて、もう一度立ち上がること、失敗しても挑戦し続けることです。 

これは、みなさんの学校生活と同じです。テストで間違えた時、うまくできずにくやし

い思いをしたとき、それは「だめ」ということではなく、次につながる大切な一歩です。。 

ミラノ・コルティナオリンピックでがんばる日本の選手に心よりエールを送りましょう。 



がんばれ！ 

そして、みなさん一人ひとりも、自分の目標に向かって、がんばっていきましょう。 


